
弘化期（１８４４～１８４８）の江戸全図と日本橋付近の町割り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



職人たちがくらした神田 

開府当時は、江戸に職人はいなかった。幕府は町づくりにあたって、三河や京都などから腕の良い 

職人たちを呼び寄せ、神田の東、日本橋の北に土地を与えて職種名を町名とする「職人町」を設けた。 

職人町に住む職人は税金免除の特権の代わりに、商品を納入したり、一定期間労働に従事する義務が 

あった。（のちに金銀で納めた） 

のちには災害の影響で、次第に他の町へ移り、同業町は中期には解体していった。 

 

 


